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Kum云rilaの云abdartha論

--abhidheya　とgamya一

小　川　英　世

O. Kumarilaは,く表示関係) (V云cyav云cakabh云va)の認識の方法に関して,

く表示関係)は1) anvayaとvyatirekaによって認識される(TV, ave!tyadhi-

karana [JS2. 3. 3] : sarvathanvayavyatirekabhyam v豆cy争V云cakasa中bandho vij云ayate)

と述べ,またその一方で, 2)年長者の言語活動からanyath云nupapatti X

なくしてYは説明不能であるということに基づくX想定(kalpan云)の原理-に

基づいて理解される(TV, kartradhikarana [JS3.4. 12-13]: anyathdnupapattya hi

vyavahar云t sa gamyate)とも述べている。これら両見タ的羊,二者択一的なもので

はなく, Mlm云zhs盃ny云yaprak豆云a [akhy云坤rthamrupana]に, 「(表示関係)は,

anvayaとvyatirekaによって, ny瓦ya (原理)と連携して理解される(nyayasa-

hitanvayavyatirekagamya)」と述下られているように,相補的なものである。こ

の場合のny云yaとは, ananyalabhya一員abd瓦rtha-ny豆yaであり,これはanya-

th瓦nupapattiによるく表示関係)の理解に関わる原理である.単なるanvaya

とvyatirekaによってではなく, anyathanupapattiと連携した両者によって

く表示関係)は理解されるのである。 anvayaとvyatirekaのanyathanupapatti

との連携が,何故この関係の理解に言われねばならないのか,その理由を探るの

が本稿の目的である。

1. anvayaとvyatirekaによるく表示関係)の認識に関しては, SV, sam-

bandhak冒epavada, kk. 24cd-32cdに次のようなことが言われている.

1)単一の云abda (言語項目),例えばくgo)という語から,多数の普遍(jati)蝣

多数の属性(guna)実体(dravya)多様な行為(karman)を捉えている知

が,同時に生起する。

2)この場合には,この語のV云cakataは,こ~れらの要素がない混ざった混成

体(sankir碑rtha)を対象としてすでに成立している0

3) anvayaとvyatirekaによって,その温成体から抽象された要素(niskrsta-

artha)に,このV豆cakat盃は制限される(niyamyate)。

4)混成体は,云rautaな要素とIak§anika (-gamyamana)な要素とから成る
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(昌rautalak蔓anik年tmaka).云rautaとは,云abdaによって表示されるところのも

の(孟abdena ucyate)でありIak亨anikaとは,く表示翠象) (abhidheya)との関

係に基づいて知られるところのもの(nityasa甲bandhad'abhidheyena laksyate)

である。 -

5)云abdaが発声された時に生ずるその混成体の認識程けから活動(vyavahara)

が成り立つ世間的なレヴェルでは,混成体の要素に関して云rauta-1坤亨anika

の弁別(viveka)はなされない。

6)聖典解釈学(云えstra)の領域では,祭式規定文,K関してく力関係)等を確立

するため瞑(bal豆baladysiddhyartha甲),混成体の要素は云rautaとIaksanika

に弁別される。この点について　Kum云rilaは次のように述べている.。なぜ

なら,普遍(sam云nya)を表示する語がIaksa坤の力によって, [普遍の]

ヒエラルキーを構成するCkak申ntarita)下位の普遍(sam墾yavisesa)を指示

して生起する時,その語は[云ruti (直接的表示離旨)によって自己本来の意味

を指示する語より]弱力である.」

7)牛とその特殊である云豆baleya牛　bahuley早牛という構制で-この構

制で牛性(gotva)という普遍に対し邑abaleya牛性は下位の普遍である-,

(go)という語は牛に対して使用され,それの特殊云豆baleya牛が存在しな

い場合でも;他の特殊bahuleya牛にほ使用される。一方,属には牛性にと

っての上位の普遍(paras五m云nya)である存在性(satt瓦),実体性などが存する

が,当該の普遍牛性は存しないことから,属にくgo)という語は使用されな

い. _このような場合,混成体から抽象された要素牛性とくgo)という語の使

用(prayoga)に関して, 「牛性(gotva)が在るに時は, (go)という語[の使

用が]ある]」という肯定的共在関係(anvaya)が知られ, 「牛性が不在の時

には,くgo)という語[の使用は]ない」という否定的共在関係(vyatireka)

が知られる。以上のanvayaとvyatirekaから理解されるのは, 「くgo)と

いう語は, [個物]牛と不可位の関係にある牛性だけ(gotvam豆tra)を表示す

る(V豆caka)」ということである。

8)それゆえ,云abdaには,先ずもって最初に不特定のgamakata-gamya・

gamakabhavaが認試され,このgamakataに基づい了,後にその岳abdaに

abhidh云yakata-abhidhey云bhidhayakabhavaが認識される。 Kasikaはこ

の点についで次のような説明を与えている。 「『この[云abda]は,このartha

のgamakaである』(asy云rthasy豆yam gamakah)と知られた時, vy瓦p瓦ra (く-メ
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妄キ))ゐなし、Aもの(av示nyam云pa)が理解(avagati)に対する原因(k互rana)

であるということは妥当しないから,それ[sabda]にvyap云raのあること

が決定される。そしてく表示機能) (昌abdavy云p豆r云)がく占bhidha) (く表示作用))

と呼ばれる。したがってこの場合, abhidhanakriy瓦(く表示作用))との閑侍

から,まさにgamakatvaの特殊形(vi邑e亨a)であるabhidhayakataが云abda

に知られる。」

9) anvayaとvyatireka (-avinabhavita)は,この不特定のgamakata=

gamyagamakabhavaと~いう関係の制限者(sambandhaniyama)である.関係

の制限は,関係項であるgamyaとgamakaの両面において可能であるが,

当該の制限は, gamyaの特定化によるものである。

2. anyathanupapattiに基づくく表示関係)認識に関しては, ananyalabhya一

占abdartha-nyayaの典型的な適用が見られるKartradhikaranaを取り上げよ

う。

1)いかなる場合にも(sarvatraiva)単一の云abdaが発声された時,その云abda

から複数(aneka)のarthaが理解される(gamyate)0

'2)しかしながら,理解される限りのすべての[gamya-] arthaがく表示対

象) (abhidheya)である訳ではない。

-　3)く表示能力) (V云caka邑akti, abhidhana昌akti)あるいはく表示機能) -それら

は不可見(adrsta)　は,それなくして特定のarthaの認識(pratiti)とそ

のarthaに対する云abdaの使用(prayoga)が妥当しないであろう場合に,

想定される。すなわちそれらは,因果関係(tadbhavabh邑vitva)がそれなくして

は説明不能であるということ(anyath云nupapatti)に依拠して,想定(kalpana)

される。云abdaにそれに対する(表示能力)が想定される[gamya-] artha

がく表示対象)である。

4) {pacati}　という定動詞形が発声された時, bh瓦vana蝣「dhatu」の意味・

く行為主体) ・く行為主体)のく数) ・特定の人称(puru亨a) ・特定のupagraha

(行為の方向性) ・特定の時間といったarthaが理解される。

5)これらのLgamya-] arthaのうち,何が云abdaから理解されるもの(云云bda)

で,何が[gamya-] arthaから(arthat)理解されるものー(云rtha)か,その

区分(vibh云ga)を世間人は知らない.この世間的には知られないところの区

・分を知る手段(NS: lok盃d aj五五tasya vivekasya j五五nop云yah)は, 「[複数のga・

- ' mya-arthaのうち　gamya-] arthaから理解されないものが云abd云rthaで
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ある」(yo arthan na gamyate sa昌aもdえrthab)主「云abdaから理解される[複数の

gamya-arthaのうち,]まさにある限りのものは・ 「云abda]以外[のgamya-

artha]からは獲得されないものである。・こ~め場合,それらはすべて云ab・

-　d云rthaである」 (TV, bh云V云rthadhikarana:由V云n二eva hy ananyalabhyo'rthaft

昌abdえd gamyate sa sarvah云abdarthah)という邑abdartha主abhidheya定立の

-　原則に立脚することである。世間では,云abda以外の項目から確立されるも

の,それをく表示対象)とは認めない(loko yad anyatah siddham n邑bhidheyam

tad icchati).

6) {pacati}の場合,それから理解される一群の[gamya-] arthaのうち,

bh瓦vanaについては, {pacatijという云abda以外にそれを認識せしめるも

の(昌abdaもyatirikta-praty豆yaka)があるのを経験しない(na pa昌y豆mah)。因に,

Bhav豆rthadhikaranaにおいては,定動詞形がbhavanaを表示すること

は, anvayaとvyatirekaに基づいて確立される~ (云khy豆tasya c瓦nvayavyatir-

ek云bhy云m tatparatvam)と述べられている。

7)定動詞形においては,く行為主体)は,く表示対象)であるとはみなされな

い。定動詞形からく行為主体)は,く表示関係)以外の関係(sarhyog豆ntara)

に基づいて理解される。単一の云abdaから理解される一群の[gamya-]

arthaの問のgamyagamakabhavaは,く非逸脱) (avyabhic云ra)の関係に

基づく。 bh云van豆は, ~く行為主体)を逸脱しない。すなわち,く行為主体)が

なければそれは存立しない。よって, arthapattiあるいはanumanaに基づ

き,く行為主体)は, bhavanaから理解される(anyatah siddhah)。したがっ

てそれは,く表示能力)想定の因とはならない(siddhyati c云sau [-kart盃コ

bh云van云ta iti nabhidhana昌aktikalpan云hetur bhavati).

8) arthapattiによって(表示能力)が想定される。そしてarthapattiは,

anyathanupapattiを本質とするものであるから,こゐ場合それは云abda以

外の項目からは葦得されない対象(ananyalabhyavi亨aya)の債域七機能する。

単数性は,云abda以外の項目からは琵得されない(n豆nyato labhyate)。もし

獲得されるとすれば,く表示対象)ではないもの(anabhidheya)と想定される

(...ekatvara t豆van n云nyato labhyate yen云nabhidheyara kalpyeta).

3.以上のことから次のようなことが言える. Kur血rilaは,単一の~云abdaか

ら複数のartha一　普遍と特殊のヒエラルキーを構成するものであろうーとなか

ろうと, artha問にはく非逸由)の関係が成立する-が理解される(gamyate)
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・ということを言語活動の実態として捉えている[ト1, 2-1].単一の云abdaが発

声された時に理解される一群のarthaは,その云abdaの発声を契機として理解

-されるもの(gamya)であるという点では区別されない。しかし,だからといっ

てその一群のarthaすべてが,その云abdaから直接理解されるもの(abhidheya,

岩rauta)である訳ではない[1-4,2-2],一方云abdaには,発声を契機として一群

のarthaを理解せしめるという点で, gamakata-v豆cakataがすでに存在してい

る。しかし云abdaが聞かれた段階で,このgamakataがその一群のarthaのう

ちのどのarthaに相関したものか特定されることはない[1-2]。この云abdaの

不特定なgamakataは,それに相関したgamyataの担い手を特定することによ

って限定される。その特定の手段が, 「群のarthaから抽象されたarthaとそ

の云abdaの使用(prayoga)に関するanvayaとvyatirekaであるL1-,7;2-6]。

anvayaとvyatirekaによって,その云abdaのgamakataは,特定のarthaだ

けに相関したものであることが理解草れるのである。

ところで, gamyagamakabhavaは,理解(avagati)をめぐる因果関係である。

云abdaは,自己に固有なarthaの理解をもたらす原因(karana)である。そして

因果関係は,由ktiを想定せずしてはその説明がつかない[2-3]。しかし　anan-

yalabhya一色abd融-tha-ny豆yaにより,それに対するく表示能力(機能))を想定せ

しめるarthapatti-anyathanupapattiが通用できる対象は,云abda以外の項目

によっては痘得されない対象(ananyalabhyavi亨aya)に限定される08Lそして

一群のarthaのうち,何が云abdaから理解されるもので何がそうでないか,そ

れはanvayaとvyatirekaによるgamyagamakabhavaの制限(gotva? evュ
岩abclagamyam n孟nyat)によって知られる[1-73.ここに確定されたananyalabh-

yavi亨ayaに関してanyathanupapattiに基づきそれに対するく表示能力(射巨))

が想定されることになり,その云abdaはabhidh瓦yakaとして把握され,その

ananyalabhyavisayaは,それに相関して, abhidheyaとして把録される[1-8]。

このようにKumarilaにおいては　anvayaとvyatirekaに基づく云abdartha-

sambandha　としての不特定なgamyagamakabhavaの制限により, anyatha-

nupapattiによるく表示能力(桝旨))想定の適用対象が提供され,この想定を通

じて云abd瓦rthasambandhaが, gamyagamakabhavaの特殊形としてのく表示

関係)として把起されることになるのである。ここにanvayaとvyatirekaの

anyath豆nupapattiとの相補性は明らかである。
くキーワード) Kum云rila, vacyav豆cakabh豆va, anvayavyatireka, a占yathanupapatti

(広島大学講師)
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